













































































A1 [G]が n1 [回]
A2 [G]が n2 [回]
・・・
Ai [G]が ni [回]
・・・








とすると D𝑅 =1 で故障すると考える
0～1の値をとる安全を考えたとき係数（通常 k=1）
以前の報告 （衝撃的な損傷）
加速度の最大値
② ③① (軟雪)
(裸氷) or
(ｻｽﾂﾙｷﾞ)
8
衝撃振動による損傷は
領域②が大きい
今回の報告 （累積損傷）
基準振揺加速度AH
② ③① (軟雪)
(裸氷) or
(ｻｽﾂﾙｷﾞ)
9
繰返し振動による累積損傷は
領域①②が大きい
まとめ
１．累積損傷レベルの簡易評価法について提案した。
２．各輸送区間における累積損傷のしやすさを示す方法
について提案した。
３．衝撃的な損傷を受けやすいと考えられる輸送区間は、
裸氷やサスツルギのみられるS16から概ね200～600km
の領域であった。これに対して、累積損傷を受けやすい
と考えられる輸送区間は、先行する200kmまでの領域を
含む、S16から概ね600kmまでの広い領域であることが
わかった。
10
ここで提案した累積損傷の評価方法は、橇の振動だけではなく
風力発電機の翼、アンテナのエレメント、太陽光パネルなどの
累積損傷の評価にも応用できるものと考えている。
